
市民が憩い集うパブリックスペース 新庁舎完成！

阿南市観光ブック AKB
阿
南
市
観
光
ガ
イド
ブ
ッ
ク

発
行

日
／

2018年
7月

　
発

行
・

編
集

／
阿

南
市

（
〒

774-8501 徳
島

県
阿

南
市

富
岡

町
ト

ノ
町

12-3　
Tel.0884-22-3290）　 印

刷
／

太
陽

高
速

印
刷

㈲
 　

2018.7.3000

ANAN トピックス

阿南市の平等寺が『四国八十八景』に認定！AKB

阿南市物産館・観光案内所　☎0884-24-3141
（光のまちステーションプラザ内）

いちばん最初に太陽が昇る、四国最東端の“光のまち阿南 ”
に咲くひまわりから生まれた、花と光のたてがみを持った、
百獣の王ライオンのような不思議な生き物。豊かな自然の
光と、人々が創り出す新しい光のエネルギーをたっぷり浴び
て、元気にのびのび育っています。　あななんファンクラブ

2017年に阿南市役所新庁舎が完成しまし
た。東京スカイツリーも手がけた、世界で活
躍する事務所が設計を担当。免震構造はも
ちろん、自然の「光と風」をやさしく取り込む
デザインで、省CO2モデル庁舎です。
中央に設けた３層吹抜けの大空間を「あな
んフォーラム」と名付け、市民参加型の市政
を象徴するパブリックスペースとしました。
桜の新名所となる市役所前広場は、夏まつ
りの際には広場のベンチや２階テラス席か
らも観覧できる阿波踊りの演舞場に変わり
ます。夜はLED照明によって彩られます。

「四国八十八景」とは、2020年に開催される東京オリンピック・パラ
リンピックに向け、四国を訪れる観光客の増加を図るため、四国らし
さを感じられる景観を選定し、その魅力を広くプロモートしていく取
組です。徳島県阿南市では、四国霊場第22番札所平等寺が選ばれ
ました。仁王門から本堂の本尊薬師如来坐像の御手に「結縁の綱」が
繋がっており、本堂まで上がると、お大師さんと結縁の綱を一緒に眺め
られます。ほっとする、実に日本らしい風景です。
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　通称「猫神さん」。江戸時代、奉行の不当な裁きを不服とし
て直訴し処刑された「お松」という女性の愛猫が妖怪変化とな
り、奉行の家を代々祟り続け仇を討ったとの伝説が残っている。
　有馬・鍋島と共に日本三大怪猫伝として名高い。また勝負・
願い事の神様で、受験シーズンは合格祈願の参詣者で賑わう。

あ
な
ん
を
巡
る
。
お松大権現

●場所／阿南市加茂町不ケ63　
※徳島バス阿南加茂谷線「加茂谷」下車

猫神さんだけあって、約１万体の招き猫や高さ
２ｍジャンボ招き猫、本物の猫までいます。猫
好きにはたまらない場所です。

ジャンボ招き猫がお出迎え！受験生のつよ～い味方♪
１



｢阿波松島｣ 橘湾を眺む風光明媚。

津峯山・津峯神社
　阿波三峰のひとつ津峯山一帯が桜の名所として
知られ、津峯スカイラインや参詣リフトからの眺めは
絶景。山頂には津峯神社があり、開運延命・病気
平癒・海上安全の神として信仰され、春の桜祭は
力を競う「ささげもち」競争を開催。秋には観月祭、
中秋の名月には「浦安の舞」が奉納される。

●場所／阿南市津乃峰町東分 343
※ＪＲ牟岐線「阿波橘駅」下車→徒歩30分
　ＪＲ牟岐線「見能林駅」下車→車で10分

●場所／阿南市加茂町龍山 2
※徳島バス丹生谷線「和食東」下車→
　「太龍寺ロープウェイ」
※徳島 ICから車で約75分

●場所／阿南市新野町秋山177
※ JR 牟岐線「新野駅」下車→
　徳島バス阿南「新野局南」下車

　弘法大師がこの地で修行中、薬師如来
を感得し自らその像を刻んで本尊として伽
藍を建立。人々を平等に救うために寺号
を平等寺とした。またその時に加持水を
求めてこの地を掘ったところ、白い霊水が
湧き出てきたため、山号を白水山としたと
いう。この湧き水は万病の妙薬とされた。

　延暦11年に弘法大師が創設したと言わ
れるこの寺は、標高602ｍの山頂付近にあ
る遍路泣かせの難所で現在はロープウェイ
が運行している。周囲には樹齢数百年の老
杉が生い茂り、江戸時代に再興された仁王
門・六角経蔵・本堂・大師堂・多宝塔な
どの諸堂が立ち並んでいる。
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太
龍
寺

井戸を覗いてみたら、水は本当にあったんで
す！現在は無色透明の水になっていて、霊水
を持ち帰れます（有料）。

阿南市からの歩き遍路もおすすめ！春のシャクナゲ・秋
の紅葉がgood。歩くのはちょっと大変だけど、晴れた
日の景色は絶景かな♪

徳島県指定有形文化財、阿南室戸歴史文化道に指定。

６月と12月に除災行事｢大祓式｣がある。６月の｢茅の輪
くぐり｣では、茅の輪をくぐって心身ともに清らかに…。

ニワトリたちも
境内で

お出迎え。

お寺・神社を巡る。拝２３

４

55

　海を鎮める神を祀る金刀比羅神
社には、『災い除けの黄色い塩』や
『身代わり人形』があり、祈願を
お願いするといただける。また、子
供神楽の『博学狸金ぴら三本足狸
問答』が古くから語り継がれており、
その三本狸を祀った祠もある。

個性豊かな阿南のこま犬たち。

●場所／阿南市羽ノ浦町岩脇字松ノ本 71
※ＪＲ牟岐線「羽ノ浦駅」下車→車で10分

●場所／阿南市新野町北宮ノ久保
※ＪＲ牟岐線「新野駅」下車→徒歩15分

●場所／阿南市福井町土佐谷 3
※ＪＲ牟岐線「阿波福井駅」下車→徒歩15分 ●場所／阿南市桑野町岡元１１６

　「お不動さんの市」で住民から
親しまれている。見る人にぬくもり
や癒しを感じてもらおうと、2010年
６月、LEDで出来た高さ６m、幅３
mの薬師如来の電飾を寺が設置し
た。毎日夜７時～10時頃まで点灯。

　弘仁元年（814）に創建したと伝え
られる古社。境内の大楠は県の天
然記念物にも指定。
その根元に棲む２
匹の白蛇は轟明神
の使者として現れ、
見た者には幸福が
訪れるという伝説が
ある。

金刀比羅神社

こ…こま…ネコ？

太龍寺で出会ったワンコ。
中○彬ばりのネジネジマフラー。

萬福寺 轟神社

　弘法大師が修行中に出現した妖星
（種々の災いを起こす星）を秘法
で降臨させた時、山頂の松にかかっ
たその星を拾い、妙見菩薩と虚空
菩薩を本尊とし、建立されたといわ
れている。
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轟神社・取星寺

太
龍
寺

境内に樹齢
700年余の

大楠が群生。

四国
八十八景に

認定！

災いの星が
降臨？

大きな
ＬＥＤ薬師如来

が出現。

イ～イ顔
してます♪

番外編

５６

７

８

県下最古の
神社建築。

ライオンですか？

天
神
社



様 な々体験ができる館内。

公園・施設を巡る。

　山の斜面を利用して作られたの
で見晴らしもよく、眼下には那賀川
が望める。自然の地形を生かした
多目的芝生広場。遊歩道を中心に
気軽に運動や遊びに親しめる。

　ＬＥＤ（発光ダイオード）で美しく彩られた公園は、
2006年に「恋人の聖地」として認定。夏（７月）
と冬（クリスマスシーズン）には、光のイベントが開
催される。展望台からは阿南市街が一望できる。

阿南西部公園
（ひまわりランド）

牛岐城趾公園

　館内は発電の仕組みや科学の不思議をわかりや
すく紹介しているスパイラル館、巨大な航空写真の
床上を散策して観光スポットを巡ることができるクリ
スタル館があり、屋外には四季を彩る草花や大きな
芝生広場や楽しい遊具がある。

　拳正寺山（観音山）の中腹に南
面し、穴観音として信仰されてお
り、その奥に如意輪観世音の石像
を祀っている。
古墳内部を格
子ごしに見るこ
とができる。

Ｊパワー＆よんでん
Waンダーランド

観音山古墳（拳正寺）

●場所／阿南市中大野町南傍示

●問合／ 0884-44-2427（拳正寺）
●場所／阿南市羽ノ浦町中庄字千田池 33
※ＪＲ牟岐線「羽ノ浦駅」下車→徒歩15分

●場所／阿南市富岡町
　　　　トノ町24-3
※ＪＲ阿南駅より徒歩３分

●営業／10：00～17：00（毎週火曜日・年末年始休館）
●問合／ 0884-34-3251（Ｊパワー＆よんでんＷａンダーランド）
●場所／阿南市福井町舟端 1

恋のお守り、売ってます♪
（光のまちステーション
プラザで販売）

ＬＥＤの
キラキラドーム
も毎晩点灯♪

お正月の三ヶ日は
中に入れます。

子どもも大人も
楽しめる

体験型施設。
天井からはクジラの骨標本が。

公園の入口や園内には季節に
よって色んな花が咲いていま
す。５月はシャクヤクが満開で
キレイ。

入場無料!! 月に１回はイ
ベントがあるので、親子
で楽しめる！見晴らしも
いいよ♪

９
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観自然・歴史を巡る。 遊
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　室戸阿南海岸国定公園内にあり
風光明媚で美しい海岸線。海には
小さな島や岩礁がたくさんあり、磯
釣りのポイントにもなっている。

　深瀬町の静かな山間にひっそりと
佇む落差30mの滝。水量の少ない
冬は白布をさらしたように美しく、 水
量豊かな夏は豪壮である。また春
の桜、秋の紅葉と周囲の樹木を縫っ
て落ちる景観は一見の価値あり。

　大谷山の頂に海上安全と市民の
幸福・繁栄を願って建立された高
さ6.28ｍの白衣観音像。展望地か
ら橘湾のパノラマ風景を楽しめる。

中林海岸

午尾の滝

たちばな観音

　周囲ののどかな景観とは不釣り
合いな岩山が荒 し々くそびえる自然
公園。ロッククライミングのゲレンデ
としても利用されている。近くには
ひょうたん池などがある。

石門公園

　年間約５万人が訪れる徳島県最
大級の海水浴場で、｢日本の渚百選」
の一つに選ばれている。きれいな水
と遠浅、広大な松原と２kmにも及
ぶ長い砂浜は西日本随一。臨海道
路や駐車場、休憩所、シャワーなど
も完備し、毎年車で訪れる家族連
れや若者達で賑わっている。

　かつてこの地に移り住み上洛を
めざした室町幕府足利将軍の末裔
「阿波公方」の資料の他、昔なつ
かしい農具・漁具・民具・旧日本
軍の軍服なども展示されている。

阿波公方民俗資料館

北の脇海水浴場

●問合／ 0884-22-3290（同市商工観光労政課）
●場所／阿南市中林町
※ＪＲ牟岐線「阿南駅」下車
　→バスで10分

●場所／阿南市橘町

●場所／阿南市長生町
※ＪＲ牟岐線「阿南駅」下車→車で20分

●場所／阿南市深瀬町
※徳島バス阿南 加茂谷線「中央橋南」
　下車→徒歩10分
※国道55号線「那賀川橋」→11km（30分）

●営業／9：00～16：30（入場有料）
●問合／ 0884-42-2966
●場所／阿南市那賀川町古津339
※ＪＲ牟岐線「西原駅」下車→徒歩 15 分

●場所／阿南市中林町

足利家ゆかりの資料
や古いグローブまで

幅広く展示。

橘湾を
一望できる
場所です。

四季で表情が変わる
美しい滝。

巨石が門の
ように

立ち並ぶ。

秋は周辺がコスモス畑に一変。
近くには広大な平野の田園風景
の中に平島公方館跡に残る墓地
があります。

約30haといわれる松原がすごい。
まさに白砂青松の景観。
地引き網の体験もできます♪

13

16

17

18
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西日本随一の
松原！

あぁ絶景かな

リバース
スライダーが
   迫力満点！！
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　桜の名所として知られ、付近には
明現神社や、第19番札所立江寺
の奥の院と称せられる取星寺があ
る。花見シーズンのライトアップされ
た夜桜は見物。

　蒲生田岬の東海上、紀伊水道に
浮かぶ周囲9.5kmの伊島（人口約
200人）。ここだけに自生する固有
種のイシマササユリが、優雅な花を
咲かせる。６月が見頃。

　園内には700余種3000本の椿。
同園では椿の栽培指導、苗木の販
売展示があるほか、園内には宿泊
設備やレストランもあり、地元の新
鮮な魚貝類が味わえる。

　歩き遍路道（太龍寺）の途中、加
茂町にある「龍山荘」。山の斜面に
サツキを“寿 ”に植え、周りを沢山
の紫陽花が咲く。時期になると遠
方からわざわざ見に来る人も。

　県下で最も大規模な梅の名所で、
約５万m2の個人敷地に様々な品種
約4000本を植栽。見頃は２月上
旬～３月上旬。

　造園業を営む住友さんが整備して
いる自宅の庭。シーズンには約150
坪の園内に40種類 10,000本の菖
蒲が咲いているほか、紫陽花や立
ち葵も咲いていて、一般公開されて
いる。見頃は６月中旬位まで。

岩脇～桜づつみ公園

伊島の
ササユリ

椿自然園　

龍山荘の
紫陽花

明谷梅林園

住友菖蒲園

●場所／阿南市長生町明谷
※ＪＲ牟岐線「阿南駅」下車→車で20分
※徳島バス丹生谷線「明谷梅林口」下車→ 
　徒歩30分

●問合／ 0884-42-2226（住友菖蒲園）
●場所／阿南市那賀川町江野島 872-3

●場所／阿南市羽ノ浦町岩脇
※ JR 牟岐線「羽ノ浦駅」下車→徒歩40分

●問合／ 0884-22-3290（同市商工観光労政課）
●場所／阿南市伊島町
※ JR牟岐線「阿波橘駅」下車→徒歩５分
　の答島港から伊島まで連絡船１日３便。

●問合／ 0884-33-1127 （椿自然園）
●場所／阿南市椿町瀬井 45
※ＪＲ阿波橘駅から車で20分　
※徳島ICから国道55号経由で43km90分

●場所／阿南市加茂町黒河６
※徳島バス丹生谷線「和食東」下車

花四季の花を巡る。

近くの穴観音様も
楽しいです。

園内一面
に広がる紫が

鮮やか。

園から眺める
景色は徳島88景の

ひとつ。

園をちょっと上
がったところに
ある奥の院 ｢穴

観音様｣ 洞窟は、一周する
と幸せになれるという言い
伝えがあるらしいです。

シーズン中はノボリが立つので
初めて行く方もわかりやすいで
す。雨の日の菖蒲もオススメ♪

椿はもちろんですが、橘湾を眼
下に見下ろす風景も見物です。
入園も無料♪

道端にも沢山のアジサイが咲い
ています。見頃は６月下旬くら
いまで。

桜のほか、藤やツツジなどが植
樹されていて、自然を堪能しな
がら散歩ができます。

上空から見た島の形が「い」という字に似
ているから「伊島」らしい。旅館も１軒あ
るので、ノンビリしたい方にはオススメ♪

19

2223

24

20
21

ライトアップされた
夜桜が幻想的。

伊島でしか
見られない
可憐なユリ
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四国最東端

蒲か

生も

田だ

岬

　

阿
南
市
の
東
南
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定

公
園
内
に
あ
る
蒲
生
田
岬
は
、
四
国
の
最

東
端
の
地
。
東
側
の
海
上
約
６
キ
ロ
に
は

磯
釣
り
や
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
で
知
ら
れ
る
伊

島
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
四

国
で
最
初
に
朝
日
が
昇
る
場
所
と
い
わ
れ
、

特
に
晩
秋
か
ら
冬
に
は
Ω
（
オ
メ
ガ
）
の

形
を
し
た
珍
し
い
日
の
出
「
だ
る
ま
朝
日
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

岬
の
北
側
（
写
真
上
部
）
に
は
椿
泊
浦

が
広
が
り
、
そ
の
北
側
に
半
島
と
橘
湾
が

広
が
って
い
ま
す
。
山
並
み
が
続
く
半
島
に

挟
ま
れ
た
穏
や
か
な
椿
泊
浦
の
一
帯
は
自

然
が
つ
く
っ
た
良
好
な
港
で
、
漁
業
が
盛
ん

な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
土
佐
や
上
方
へ
の
交
通

の
要
衝
と
し
て
も
古
く
か
ら
重
宝
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
源
平
合
戦
の
折
に
は
源
義
経

が
「
椿
浦
」
へ
上
陸
し
た
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）
に
は

阿
波
水
軍
の
大
将
、
森
家
が
土
佐
の
押
さ

え
と
し
て
椿
泊
に
移
住
。
森
一
族
は
江
戸

時
代
を
通
じ
て
阿
波
藩
の
海
上
方
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　

蒲
生
田
岬
一
帯
は
、
雄
大
な
大
自
然
と

歴
史
ロマ
ン
が
詰
ま
っ
た
場
所
な
の
で
す
。

■
蒲
生
田
岬
灯
台

■
ウ
ミ
ガ
メ
が
帰
っ
て
く
る
浜

■
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
﹁
波
の
詩う
た
﹂

　

岬
の
突
端
の
こ
ん
も
り
高
い
山
の
頂
上
に
立

つ
白
い
灯
台
は
大
正
13
年
に
点
灯
。
岬
と
伊

島
の
間
の
「
橋
杭
の
瀬
」
は
潮
流
が
速
く
、

岩
礁
も
多
く
て
航
行
が
難
し
い
の
で
灯
台
の

役
割
は
大
変
重
要
で
す
。

　

標
高
約
40
メ
ー
ト
ル
の
灯
台
展
望
台
か

ら
は
白
い
波
し
ぶ
き
を
立
て
る
碆
（
は
え
）

が
点
在
す
る
雄
大
な
太
平
洋
や
、
緑
濃
い

阿
南
の
山
々
の
美
し
い
景
色
が
楽
し
め
ま

す
。
天
気
の
い
い
日
に
は
遠
く
和
歌
山
県
の

日
の
岬
や
、
北
の
方
角
に
は
大
鳴
門
橋
や

淡
路
島
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
蒲
生
田
地
域

で
は
、
蒲
生
田
大
池
の
ア
ン
ペ
ラ
イ
の
群
生

な
ど
を
は
じ
め
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
の

貴
重
な
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

蒲
生
田
海
岸
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地

と
し
て
知
ら
れ
、
上
陸
数
は
県
内
ト
ッ
プ
。

阿
南
市
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
を
公
布

し
、
地
元
の
方
も
保
護
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

灯
台
へ
向
か
う
、
遊
歩
道
の
入
口
横
に

２
０
１
０
年
秋
、
石
の
モ
ニュメ
ン
ト
「
波
の

詩
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
阿
南
市
在
住
の

彫
刻
家
・
大
津
文
昭
さ
ん
の
作
品
で
、
高

さ
2.6
メ
ー
ト
ル
、
幅
3.4
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
0.8

メ
ー
ト
ル
の
大
作
で
す
。
作
品
の
中
央
に

ぽ
っ
か
り
空
い
た
ハ
ー
ト
型
の
穴
か
ら
は
大

海
原
の
水
平
線
や
伊
島
の
姿
が
望
め
、
蒲

生
田
岬
の
波
や
風
、
大
空
と
一
体
化
し
て

い
ま
す
。

　
ハ
ー
ト
型
の
穴
は
大
人
２
人
が
座
れ
る

大
き
さ
で
、
こ
こ
で
愛
を
誓
い
合
っ
た
恋
人

た
ち
は
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
︙
。
真

偽
は
と
も
か
く
、
モ
ニュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
は
こ
の
〝
恋
人
岬
〟 

を
訪
れ
る

カ
ッ
プ
ル
が
増
え
、
散
策
や
記
念
撮
影
を
し

て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

灯台までは一直線に伸びる石段を上るか、
回り込んで上がっていく遊歩道を登るか。
ふもとにはピクニックに訪れたい広場がある。

休校中の蒲生田小学校では1954
年から38年間ずっと児童がウミガ
メ上陸の観察を記録し、数々の
賞に輝いた。現在は椿町中学校と
地元の方が活動を引き継いでいる。



阿
波
水
軍
の
城
下
町
―
椿つ

ば
き

泊ど
ま
り
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橘
湾
と
蒲
生
田
岬
の
間
、
紀
伊
水
道

に
伸
び
る
半
島
の
南
側
に
あ
る
椿
泊
町

は
、
海
と
山
に
は
さ
ま
れ
た
細
長
い
漁
師

町
。
東
西
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
狭
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が
走
り
、
両

側
に
家
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
は

昔
、
阿
波
水
軍
の
大
将
で
あ
っ
た
森
家
の

本
拠
地
で
し
た
。
森
家
は
蜂
須
賀
氏
に

仕
え
て
３
千
石
を
与
え
ら
れ
、
天
正
14
年

（
１
５
８
６
）
二
代
目
村
春
の
と
き
に
移

住
し
て
、
土
佐
への
押
さ
え
と
し
て
椿
泊
に

「
松
鶴
城
」
を
築
城
。
こ
こ
を
拠
点
に
朝

鮮
出
兵
や
大
阪
冬
の
陣
に
参
戦
し
て
、
阿

波
水
軍
の
活
躍
ぶ
り
は
全
国
に
知
れ
渡
り

ま
し
た
。

　

四
代
目
村
重
か
ら
は
甚
五
兵
衛
を
名
乗

り
、
江
戸
時
代
は
徳
島
藩
の
海
上
方
と
し

て
参
勤
交
代
な
ど
で
輸
送
を
担
当
。
椿
泊

は
森
家
の
城
下
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
明
治

以
降
も
漁
業
が
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、漁
業
で
は
特
産
の
ハ
モ
を
は
じ
め
、

タ
チ
ウ
オ
や
イ
セ
エ
ビ
、
た
く
さ
ん
の
種
類

の
魚
介
類
に
年
間
通
し
て
恵
ま
れ
、
県
内

ト
ッ
プ
の
水
揚
げ
高
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
人

情
豊
か
な
漁
師
町
は
映
画
『
奇
跡
の
海
』

の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

阿
波
水
軍
の
海
上
輸
送
を
描
い
た
屏
風
絵
。
江
戸
時
代
の

参
勤
交
代
で
は
大
小
の
船
で
船
団
を
組
み
、
森
甚
五
兵
衛

が
指
揮
し
て
上
方
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

椿泊の道明寺の裏山には森家累代のお墓が並んでいる。

高台にある森家の墓所からは椿泊の町並みと、
穏やかな海が見渡せて絶景。（左）

　

椿
泊
の
西
に
あ
る
椿
町
の
椿
川
周
辺
で

は
、
毎
年
２
月
下
旬
か
ら
春
の
風
物
詩
の

シ
ロ
ウ
オ
漁
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ゼ
科
の
シ
ロ
ウ
オ
は
ヒ
ウ
オ
と
も
呼
ば
れ
、

水
が
ぬ
る
む
春
に
な
る
と
産
卵
の
た
め
に

満
ち
潮
に
乗
っ
て
川
へ
遡
上
し
て
き
ま
す
。

川
岸
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
四
方
の
四
つ
手
網
で

敷地が狭いため 2 階建ての家が多く、
１階２階とも飾り付き欄干が見られる。

左側が燧崎と刈又埼灯台。すぐ前にあるのは舞子
島で、遠くに見えるのは伊島。右に蒲生田岬が伸
びている。

松鶴城跡に立つ椿泊小学校。正門には「松
鶴城」の文字が刻まれた石碑が立っている。

■
椿
泊
の
町
並
み

■
椿
川
の
シ
ロ
ウ
オ
漁

　

車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
細
い
道
の
両
側

に
は
家
々
が
肩
寄
せ
合
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。

古
い
木
彫
り
の
手
す
り
が
残
る
レ
ト
ロ
な

風
情
の
家
や
新
し
い
住
宅
、
そ
の
間
を
散

策
す
れ
ば
漁
師
町
の
豊
か
な
人
情
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

東
へ
進
ん
だ
突
き
あ
た
り
に
は
「
松
鶴

城
」
の
跡
地
に
立
つ
椿
泊
小
学
校
が
あ
り
、

す
ぐ
南
側
は
も
う
海
。
さ
ら
に
東
へ
行
っ

た
半
島
の
突
端
は
燧
崎
（
ひ
う
ち
ざ
き
）

と
呼
ば
れ
て
火
打
石
の
採
石
場
跡
が
残
って

い
ま
す
。
先
端
に
は
刈
又
埼
灯
台
が
立
ち
、

す
ぐ
前
方
に
は
舞
子
島
、
遠
く
に
伊
島
、

南
に
蒲
生
田
岬
の
半
島
が
見
渡
せ
、
大
海

原
の
爽
快
な
パ
ノ
ラ
マ
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
。

す
く
い
、
透
明
で

体
長
４
～
５
セ
ン

チ
の
ピ
チ
ピ
チ
と

跳
ね
る
シ
ロ
ウ
オ

は
、
躍
り
食
い
や

す
ま
し
汁
で
い
た

だ
く
の
が
定
番
。

４
月
上
旬
ま
で
の

短
い
期
間
の
珍
味

で
す
。



無料レンタサイクル
自転車を無料で貸し出しています。お気軽にご利用下さい。

『かもだ岬温泉』から蒲生田灯台駐車場までは、自転車で
約10分です。

　

蒲か

も

だ
生
田
岬
に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
手
前
の

高
台
に
、
２
０
０
１
年
に
阿
南
市
が
開
業

し
た
『
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
施
設
』
が

あ
り
ま
す
。
高
台
か
ら
は
椿
泊
湾
や
舞

子
島
が
目
の
前
に
。
晴
れ
た
日
は
淡
路
島

ま
で
臨
む
美
し
い
大
海
原
が
一
望
で
き
ま

す
。

　

県
内
で
最
高
温
度
と
さ
れ
る
温
泉
は
、

に
お
い
が
な
く
肌
ざ
わ
り
が
軟
ら
か
で
気

持
ち
が
い
い
と
大
評
判
。
岬
に
上
陸
す

る
ウ
ミ
ガ
メ
や
阿
波
の
松
島
＝
橘
湾
の
さ

ざ
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
風
呂
は
、
露
天

風
呂
や
時
間
に
よ
る
貸
切
も
で
き
ま
す
。

眼
下
に
広
が
る
碧
い
海
を
眺
め
な
が
ら
100

パ
ー
セ
ン
ト
の
源
泉
で
至
福
の
ひ
と
時
を

す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

◎温泉／低張性弱アルカリ性温泉・温度41.4℃、湧出量90ℓ/分・適応症―神経痛、筋肉痛、関節痛等
◎利用料／一般600円、児童300円（3歳未満無料）
◎営業時間／10：00～19：00
◎休業日／月曜日（祝日の場合はその翌日）　　◎問い合わせ／TEL.0884-21-3030

ウミガメを連想させる面白い形をした露天風呂の「うみがめの湯」。
対岸に見えるのは阿波水軍の本拠地であった椿泊。

［施設概要］

　かもだ岬温泉保養施設

※宿泊施設なし

新春イベント

四
国
最
東
端
、
絶
景
の
湯
。

健康福祉風呂
（ふれあいの湯）
車イスも入浴可能。
予約制です。

地元の海の幸をお楽しみ下さい。
入浴前に予約するのがお薦めです。

椿泊との分岐点からは、温泉までは海
岸沿いのくねくね道。湾内の風景を満
喫しながら、のんびりとドライブ。

日本三景の一つ松島に例えられる阿波の松島、橘湾の穏やかなさざ波をイメージにしたお風呂からは、
遠くは淡路島、和歌山が紀伊水道を挟んで眺望できます。

うみがめの湯

うたせ湯サウナ さざなみの湯

さざなみの湯 露天風呂

休憩所
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光のまち
ステーションプラザ
阿南駅前にある光をテーマにしたコミュニティ施設です。
玄関口に光のアーチ、外壁部に 3万個の LED、2 階には
大小さまざまな光のオブジェが展示されています。入場無
料。光の体験工房や特産品の販売コーナーもあります。

◎ LED 点灯時間
プラザ／ 10：00 ～ 20：00
外　壁／ 日　没 ～ 20：00
アーチ／ 17：00 ～ 20：00
◎問合 TEL.0884-24-3141
（毎週月曜・年末年始休館）

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
は
牛
岐

城
趾
公
園
を
中
心
に
多
く

の
人
々
で
賑
わ
って
い
ま
す
。

　

阿
南
市
に
本
社
が
あ
る
日
亜
化
学
工
業

株
式
会
社
は
、
１
９
９
３
年
に
史
上
初
め
て

高
輝
度
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」
の
製

品
化
に
成
功
し
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
が
イ
ベ
ン
ト

で
日
亜
化
学
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
桑
野
川
潜
水
橋
に
飾
っ
た
の
が
始
ま

り
で
、
２
０
０
２
年
よ
り
牛
岐
城
趾
公
園

や
商
店
街
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。

感
動
の
輪
は
次
第
に
広
が
り
、「
光
の
ま
ち

阿
南
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
に

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
よ
り

A
nan Lum

inousT
ow

n Project 

が

始
ま
り
「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
が
登
場
。

今
で
は
全
国
で
定
番
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
竹
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ 

を
組
み
合
わ
せ
た
、
高
さ
30
メ
ー
ト

ル
の
「
阿
南
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
や
、
阿
波
踊

り
竹
人
形
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
夏
祭
り
と
ク

ひ
か
り
の
ま
ち
づ
く
り

17

ま
ち
づ
く
り

阿南駅から徒歩10分の所にある戦国
時代の城跡で、現在は「恋人の聖地」
にも認定されているカップルに人気
の公園です。展望台へ続く階段を中
心に10万個のLEDが輝きます。

阿南駅から徒歩10分の所にある戦国
時代の城跡で、現在は「恋人の聖地」
にも認定されているカップルに人気
の公園です。展望台へ続く階段を中
心に10万個のLEDが輝きます。

阿南駅前児童公園阿南駅前児童公園

階段を上ると
キラキラドームが。
階段を上ると
キラキラドームが。 ！

◎ LED 点灯時間 日没～22 時
牛岐城趾公園牛岐城趾公園

阿南高速バス乗り場阿南高速バス乗り場 浜の浦公園浜の浦公園

物産・観光案内所新
設！



福井高校 選抜直前合宿放送・記録員養成への取り組み道の駅 公方の郷に完成した
89番「野球寺」のモニュメント

阿南市の60歳以上の女性らでつくる
チアリーディングチーム「ＡＢＯ60」

　
阿
南
観
光
と
野
球
の
試
合

を
セ
ッ
ト
に
し
た
こ
の
野
球
観

光
ツ
ア
ー
。
単
独
チ
ー
ム
で
訪

れ
て
も
地
元
チ
ー
ム
と
の
対

戦
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
く

れ
、
審
判
員
な
ど
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
中
高
年
チ
ー
ム
の
参

加
者
に
は
、
う
ぐ
い
す
嬢
に

「
バッ
タ
ー
、○
○
君
」
と
呼
ば

れ
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
名
前
が
掲

示
さ
れ
る
の
は
大
好
評
。
球

友
と
大
好
き
な
野
球
を
楽
し

み
親
交
を
深
め
る
濃
い
時
間

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
野
球
だ
け
で
な
く

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
観
光
ツ
ア
ー
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

阿南市〔野球のまち推進課〕
tel.0884-22-1297 mail：yakyuunomachi@anan.i-tokushima.jp
阿南市〔野球のまち推進課〕
tel.0884-22-1297 mail：yakyuunomachi@anan.i-tokushima.jp

野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ

れ
て
も
地
元
チ
ー
ム
と
の
対

テ
ィ
ン
グ
し
て
く

れ
、
審
判
員
な
ど
サ
ポ
ー
ト

　
特
に
中
高
年
チ
ー
ム
の
参

加
者
に
は
、
う
ぐ
い
す
嬢
に

タ
ー
、○
○
君
」
と
呼
ば

ア
ボ
ー
ド
に
名
前
が
掲

示
さ
れ
る
の
は
大
好
評
。
球

友
と
大
好
き
な
野
球
を
楽
し

濃
い
時
間

野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ

草
野
球
談
義
に
花
が
咲
く

野
球
観
光
ツ
ア
ー

野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ

野球を楽しんだ後は

観光や交流会での

阿波踊りを楽しんで。

2013年阿南市モンゴル訪問団

2012年モンゴル野球青春記ロケ風景

阿南・モンゴル 野球で草の根の国際交流
　1991年、モンゴルの少年の「野球を始めたい
が道具がない」との一通の手紙が、交流の1頁
を開く。那賀川町体育協会を中心にして、全国
に呼びかけ4トントラック一杯の野球道具を

モンゴルに贈呈。野球少年たちにの民間交流も始まった。更にそ
の情熱は浄財1300万円（モンゴルでは13億円にあたる）が集め
られ1996年には、モンゴルウランバートルに国立野球場が建
設された。2013年、日本とモンゴルの野球交流を描き、阿南市
でロケが行われた映画「モンゴル野球青春記」が、米ロサンゼル
スで開かれた第５回オールスポーツ映画祭の長編映画部門でグ
ランプリを受賞した。

　1991年、モンゴルの少年の「野球を始めたい
が道具がない」との一通の手紙が、交流の1頁

に呼びかけ4トントラック一杯の野球道具を

　

温
暖
な
気
候
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
阿
南

市
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
。
中
で
も
、
野
球

は
昔
か
ら
人
気
が
高
く
、
少
年
か
ら
古
希

（
70
歳
）
ま
で
、
₁00
を
超
え
る
連
盟
登
録

を
し
た
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
幅
広
い
年

齢
層
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
チ
ー
ム
が
あ
る
地

域
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
か
。

　
２
０
０
７
年
に
は
、四
国
最
大
級
の『
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
』
の
完
成
を
機

に『
野
球
の
ま
ち
阿
南
構
想
』が
ス
タ
ー
ト
、

２
０
１
０
年
に
は
産
業
部
の
中
に
『
野
球
の

ま
ち
推
進
課
』が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。「
野

球
」
の
冠
が
つ
い
た
課
が
つ
く
ら
れ
る
の
は

全
国
の
自
治
体
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

阿
南
市
は
地
域
経
営
戦
略
と
し
て
野
球

を
通
じ
て
産
業
・
観
光
の
活
性
化
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
決
定
、
野
球
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
は
全
国
か
ら
も
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
は
、
徳
島
県
南

部
健
康
運
動
公
園
内
に
、
県
で
初
と
な
る

本
格
的
屋
内
練
習
場
（
あ
な
な
ん
ア
リ
ー

ナ
）
が
完
成
。
悪
天
候
で
も
安
心
し
て
野

球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
球
の
ま
ち
づ
く
り

 JAアグリあなんスタジアム 両翼100m、センター122ｍと甲子園球場より広く、黒土と天然芝の良好なプレー環境、
四国最高レベルとされる照明設備で硬式野球のナイター試合も行える本格スタジアム。

屋内練習場（敷地面積 4,270k㎡）
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技
の
伝
承

先
人
た
ち
の
想
い
を
今
に
伝
え
る

中
村
園
太
夫
座
（
岡
花
座
）　

　

人
形
浄
瑠
璃
は
江
戸
時
代
初
期
の
₁₇
世

紀
初
め
に
、
三
味
線
の
伴
奏
で
語
ら
れ
る

義
太
夫
節
の
浄
瑠
璃
と
人
形
芝
居
が
結
び

付
い
て
生
ま
れ
た
芸
能
で
す
。
阿
波
に
伝

来
す
る
人
形
浄
瑠
璃
の
始
ま
り
は
定
か
で

は
な
く
、
淡
路
の
人
形
芝
居
を
阿
波
の
百

姓
た
ち
が
習
得
し
、
阿
波
の
人
形
芝
居
が

起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

絶
頂
期
で
あ
る
明
治
中
頃
に
は
、
阿
南

市
に
₂₄
座
の
人
形
座
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
新
野
町
で
江
戸
末
期
の
１
８
０
５
年

（
文
化
２
年
）
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
中

村
園
太
夫
座
（
岡
花
座
）
は
、
現
存
す
る

人
形
座
の
中
で
は
、
最
も
古
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
秋
の
お
祭
り
の
他
、
阿
南
市
文

化
会
館
で
の
公
演
や
、
全
国
で
公
演
活
動

を
行
い
、２
０
１
２
年
に
は
宮
城
県
気
仙
沼

市
で「
被
災
者
を
伝
統
芸
能
で
元
気
づ
け

よ
う
」
と
復
興
支
援
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
口
座
木
偶
保
存
会

　

か
つ
て
、
榊
神
社
の
境
内
に
は
農
村
舞

台
が
あ
り
、
藤
原
惣
之
蒸
座
（
通
称
山

口
座
）
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は

天
保
年
間
（
お
よ
そ
１
８
０
年
前
）、
地

元
の
農
民
が
奉
納
す
る
「
地
芝
居
」
で
は

最
も
古
い
形
式
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

存
す
る
62
体
の
木
偶
人
形
は
、
市
の
有
形

民
族
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
阿
波
木
偶

文
化
の
足
跡
と
先
人
た
ち
の
想
い
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
娯
楽
の
多
様
化
や
テ
レ
ビ
の
普

及
な
ど
で
山
口
座
の
活
動
は
衰
退
し
ま
し

た
が
、
数
人
の
有
志
に
よ
って
三
番
叟
だ
け

は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
頃
か

ら
は
榊
神
社
敬
神
婦
人
会
も
加
わ
り
再

興
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
に

は
山
口
座
木
偶
保
存
会
に
受
け
継
が
れ
、

12
人
の
有
志
が
妙
技
に
磨
き
を
か
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
元

新
野
中
学
校
に

民
芸
部
が
発
足

し
、
指
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。 技

の
伝
承

先
人
た
ち
の
想
い
を
今
に
伝
え
る

市民ミュージカル「新開桜」に出演

阿南市有形民族文化財（山口座所有）
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阿
南
市
の
特
産
品
で
あ
る
竹
は
、
江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
孟
宗

竹
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
を

は
じ
め
様
々
な
竹
製
品
や
竹
炭
な
ど
が
生
産
さ
れ
、
阿
南
市
は
「
竹

の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

阿
波
踊
り
竹
人
形
作
り
は
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
阿
南
市
新

野
町
で
故
小
川
練
一さ
ん
が
作
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
昭

和
₄₃
年
頃
か
ら
竹
人
形
の
需
要
が
高
ま
り
、
46
年
頃
の
最
盛
期
に

は
新
野
町
で
15
軒
約
50
人
の
人
形
師
が
お
り
、
製
作
・
出
荷
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
48
年
の
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
共

に
竹
人
形
の
売
れ
行
き
は
減
少
し
、
人
形
師
も
高
齢
化
に
よ
り
減

少
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
、
こ
の
貴
重
な
伝
統
工
芸
を
受
け
継
ご
う
と
、

阿
南
商
工
会
議
所
が
後
継
者
養
成
講
座
を
開
き
、

故 

鶴
羽
博
昭
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
８
人
の
後
継

者
が
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
阿
南
の
阿
波
踊
り

竹
人
形
は
「
活
竹
（
か
っ
ち
く
）
人
形
」
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

阿
南
市
伝
統
工
芸
　特
産
品

阿
波
踊
り
竹
人
形

　

阿
南
市
は
、「
伝

統
工
芸
竹
人
形
」

を
伝
承
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、

２
０
１
０
年
「
阿

南
市
竹
人
形
伝
承

会
」
を
発
足
。
竹

人
形
を
「
阿
波
踊

り
活
竹
人
形
」
と

新
た
に
命
名
し
、

阿
南
市
の
観
光
土

産
品
と
し
て
商
品

開
発
・
販
売
を
始

め
る
。
国
民
文
化

祭
の
記
念
品
と
し
て
藍
染
め
の
手
織
布
を

生
か
し
、
徳
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
や
っ
と
さ
」

を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
、
夜
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
な

ど
、
伝
統
に
新
し
さ

を
プ
ラ
ス
し
た
工
夫
も

加
え
、
阿
波
踊
り
活

竹
人
形
再
興
へ
と
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
伝
統
工
芸
を
後
世
に
伝
え
る

阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会

23

竹人形づくりを
体験しよう！

　JR 阿南駅の南隣にある『光のまちステーションプラザ』では、月・木曜
日以外の午前 10 時から午後 4 時まで、阿波踊り活竹人形づくりが体験
できます。プラモデルのように組み立てて…というほど簡単にはいきません
が、指導を受けながら自分の手でじっくりと人形を作る楽しさや、出来上がっ
た時の喜びは格別です。（要電話予約／１体300円）
連絡先：光のまちステーションプラザ TEL.0884-24-3141 休館日：月曜日、祝翌日

◎道の駅 公方の郷なかがわ　阿南市那賀川町大字工地 803　TEL.0884-21-2631
◎道の駅 鷲の里　徳島県那賀郡那賀町和食字田野 89（太龍寺ロープウェイ乗り場）
◎道の駅 日和佐　徳島県海部郡美波町奥河内寺前 493-6　TEL.0884-77-2121
◎光のまちステーションプラザ　阿南市富岡町今福寺 40-17　TEL.0884-24-3141

「阿南市竹人形伝承会」作品販売先
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遍
路
道  
当
時
の
信
仰
を
今
に
伝
え
る

歴
史
・
史
跡

　

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
を
巡
る
遍
路
道

は
空
海
ゆ
か
り
の
巡
礼
道
と
し
て
、
多
く

の
人
々
が
行
き
か
って
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
、
阿
南
市
で
は
四
国
で
初
め

て
第
21
番
札
所
太
龍
寺
周
辺
の
遍
路
道
が

国
の
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
追
加
指
定
を

目
指
し
て
い
る
「
か
も
道
」
も
古
道
と
し

て
の
景
観
が
長
い
距
離
を
と
お
し
て
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
す
。
空
海
行
脚
の
道
と
し
て

も
記
載
さ
れ
、
南
北
朝
時
代
の
石
造
物
が

残
る
四
国
最
古
の
遍
路
道
で
す
。
近
年
こ

の
道
を
多
く
の
人
が
歩
か
れ
、
脚
光
を
あ

び
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
10
月
に
は
遍
路
道
に
関
す

る
全
国
大
会
が
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
、
更

な
る
追
加
指
定
、
そ
し
て
四
国
遍
路
の
世

界
遺
産
に
向
け
た
取
り
組
み
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。

弘法大師坐像

「かも道」二十六丁石付近の遍路道

阿
波
公
方  

阿
南
市
南
方
文
化
の
中
心
地

　
１
５
３
４
年
（
天
文
３
年
）、
室
町
幕
府

第
₁₀
代
将
軍
足
利
義
稙
の
養
子
義
冬
は
、

足
利
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
、
天
龍
寺
領
で

あ
っ
た
平
島
庄
（
現
在
の
阿
南
市
那
賀
川

町
）
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

平
島
の
地
に
は
良
質
の
港
が
あ
り
、
上

洛
の
機
を
う
か
が
う
に
は
絶
好
の
場
所
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
義
冬
が
初
代
「
阿
波

公
方
」
で
、
義
冬
の
子
、
義
栄
は
、
こ
の

地
よ
り
上
洛
し
、
室
町
幕
府
第
₁₄
代
将
軍

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
１
８
０
５
年
（
文
化
２
年
）、

第
９
代
阿
波
公
方
義
根
が
阿
波
国
を
退
去

す
る
ま
で
の
間
、「
阿
波
公
方
」の
居
館「
平

島
館
」
に
は
、
高
名
な
文
人
が
出
入
り
す

る
な
ど
、
阿
波
南
方
に
お
け
る
漢
文
学
の

中
心
地
の
観
を
呈
し
、
文
化
・
学
術
面
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
想

い
を
偲
ば
れ
る
史
跡
や
文
化
財
が
多
く
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。

阿南市立阿波公方・民俗資料館

初代阿波公方　足利義冬像

西光寺（阿波公方の墓）

阿波公方ゆかりの資料

阿波公方の屋敷跡地に建ち、足利氏ゆかりの品々や資料、
屋敷の大甍などの展示と地元の玉・農具・民具などが展
示されています。近辺の西光寺は歴代公方の墓所があり、
苔むした墓石からは歴史を感じることができます。
■ 開館時間 午前9時～午後4時30分
■ 入館料 大人 ２００円 / 中学生以下 無料
■ 休館日 毎週月曜日・祝日・年末年始
■ 問合せ 徳島県阿南市那賀川町古津 339 番地１
 0884-42-2966
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牛
岐
城
趾  

富
岡
の
町
を
見
守
り
続
け
る

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
が

２
０
１
１
年
10
月
か
ら
立
ち
上
げ
た

『
郷
土
料
理
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。

日
本
一
の
漁
獲
高
を
誇
る
ハ
モ
を
は
じ

め
、
阿
南
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ
た

丼
を
「
あ
な
ん
丼
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
と
と
も
に
売
り
出
そ
う
と
公
募

し
ま
し
た
。

　

あ
な
ん
丼
の
認
定
基
準
は
、「
阿

南
近
海
の
ハ
モ
を
使
用
」「
そ
の
他
の

食
材
も
で
き
る
だ
け
阿
南
産
を
使
用
」

「
自
店
で
１
年
間
提
供
で
き
る
」「
阿

南
への
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
」
の
４
項

目
。
ま
た
、
ハ
モ
以
外
の
阿
南
産
の

食
材
を
使
っ
た
丼
は
「
創
作
あ
な
ん

丼
」
と
し
て
認
定
。

　

認
定
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
「
あ
な

ん
丼
」
を
紹
介
し
た
冊
子
に
は
、
阿

南
近
海
の
ハ
モ
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
ハ

モ
・
あ
な
ん
丼
」
に
加
え
、
阿
南
市

の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
「
創

作
あ
な
ん
丼
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
。
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モ
・
あ
な
ん
丼
」
に
加
え
、
阿
南
市

の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
「
創

作
あ
な
ん
丼
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

※
予
約
の
必
要
な
お
店
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は﹁
あ
な
ん
丼
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
﹂を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
せ

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部

　

阿
南
市
富
岡
町
今
福
寺
３
４-

４

　

☎
０
８
８
４-

２
２-

２
３
０
１

ご
当
地
グ
ル
メ

新
名
物
・
郷
土
料
理
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

富
岡
城
は
、
創
建
時
期
は
不
明
で
す
が
、

戦
国
時
代
に
は
阿
波
守
護
細
川
氏
の
家
臣

新
開
氏
の
居
城
で
し
た
。
後
に
阿
波
の
実

権
は
細
川
氏
か
ら
家
臣
の
三
好
氏
に
移
り

ま
し
た
が
牛
岐
城
主
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

天
正
３
年
に
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
が

阿
波
を
侵
攻
、
周
辺
の
諸
城
が
す
べ
て
落

城
し
て
も
牛
岐
城
の
新
開
遠
江
守
道
善
だ

け
は
最
後
ま
で
抗
戦
し
ま
し
た
が
、
つ
い

に
天
正
８
年
、
土
佐
軍
の
軍
門
に
降
り
ま

し
た
。
天
正
10
年
、
阿
波
全
土
を
平
定
し

た
長
宗
我
部
元
親
は
道
善
を
丈
六
寺
で
謀

殺
、
弟
の
親
康
を
牛
岐
城
に
配
置
し
阿
波

南
方
の
守
備
を
さ
せ
ま
し
た
。

　

天
正
13
年
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
攻
略
に

よ
り
長
宗
我
部
軍
は
全
面
的
に
敗
退
し
土

佐
に
撤
退
、
四
国
を
掌
中
に
し
た
秀
吉
は

蜂
須
賀
家
政
を
阿
波
国
の
大
名
に
任
命
、

家
政
は
細
山
政
慶
（
後
に
賀
島
に
改
姓
）

を
牛
岐
城
の
城
代
に
任
じ
て
兵
三
百
で
守

ら
せ
ま
し
た
。
牛
岐
城
は
阿
波
九
城
の
一

つ
で
あ
り
、
阿
波
南
方
最
大
の
軍
事
拠
点

で
し
た
。

　

賀
島
政
慶
は
間
も
な
く
牛
岐
の
地
名
を

縁
起
の
よ
い
富
岡
に
改
め
、
城
も
富
岡
城

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賀
島

氏
は
明
治
維
新
ま
で
藩
の
次
席
家
老
と
し

て
の
重
職
を
務
め
ま
し
た
。

　

寛
永
15
年
の
一
国
一
城
令
に
よ
り
富
岡

城
は
取
り
壊
さ
れ
、
城
の
石
垣
は
桑
野
川

の
灌
漑
施
設
で
あ
る
一
ノ
堰
の
建
設
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
城
下
町
と
し
て
成
立
し

た
富
岡
町
は
城
の
廃
止
に
よ
り
商
業
地
で

あ
る
郷
町
と
し
て
徳
島
城
下
に
次
ぐ
繁
栄

を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
岡
城
の
城
山
は
南
北
に
細
長
い
瓢
箪

状
の
地
形
で
し
た
が
、大
正
２
年
の
町
道
の

開
鑿
に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。

牛岐城趾館に石垣の一部が残されています

牛岐・富岡城絵図（複製）



山陽自動車道

明石海峡大橋

神戸淡路鳴門
自動車道

岡山

倉敷

坂出

池田

海部

室戸

南国

高松

和歌山

大阪神戸

和歌山港

東京・有明

北九
州

徳島

鳴門
徳島
阿波おどり空港

大鳴門橋

瀬戸大橋

高松自動車道
徳島自動車道

高知自動車道

尾道
瀬戸中央
自動車道

空路
　徳島阿波おどり空港 Tel.088-699-2831
フェリー
　南海フェリー Tel.088-636-0750
　オーシャン東九フェリー Tel.088-662-0489
高速バス
　徳島バス Tel.088-622-1826
　海部観光㈱電話予約センター Tel.0570-064-188
　JR四国バス高速バス徳島予約センター Tel.088-602-1090
JR阿南駅 Tel.0884-22-0147
駅レンタカー
　阿南駅営業所（要予約） Tel.0884-22-0147

伊島連絡交通事業有限会社　Tel.0884-33-1271

大人→1,020円　　子ども→510円

伊島連絡船 時刻表

旅客運賃（伊島ー答島間・片道料金）

問い合わせ

１月～12月

１月及び11月～12月

２月及び10月

３月～９月

　　　　　 上　り
  伊島 発 　 答島 着

１便    ７:00        ７:30
２便  10:00      10:30

３便  14:45      15:15

３便  15:15      15:45

３便  16:00      16:30

　　　　　 下　り
 答島 発 　伊島 着

１便    8:30     9:00
２便  12:30   13:00

３便  16:15   16:45

３便  16:45   17:15

３便  17:15   17:45

便 便

※荒天のため欠航する場合があります。

アクセスマップ

蛭子神社

大宮八幡
神社

阿南市科学
センター

羽ノ浦図書館

那賀川
図書館

阿南図書館
ひまわり会館

那賀川

皇子神社阿南市文化会館
夢ホール

山神神社

王子神社

地蔵寺

諏訪神社
答島港

袙海海岸

コート・ベール
徳島GC

あなんスマート・
ワークオフィス

阿南CC

エコパーク

南部健康
運動公園

出島恐竜公園

東部自然公園

横見児童公園

津峯公園

阿南公園

ナカちゃん記念碑

健康スポーツランド

淡島海水浴場

YMCA阿南国際
海洋センター

伊島

かもだ岬温泉

牛岐城趾公園

観音山古墳（拳正寺）

答島ー伊島連絡船
みしま

阿波福井

新野

桑野

阿波橘

見能林

阿南

阿波中島

西原

羽ノ浦

至徳島

岩脇公園
（桜づつみ公園）

阿波公方民俗資料館

お松大権現

轟神社

津峯神社

たちばな観音

明谷の梅林

住友菖蒲園

午尾の滝

石門公園
伊　島

中林海岸

太龍寺

道の駅
（公方の郷なかがわ）

阿南西部公園
（ひまわりランド）

龍山荘

椿自然園

Jパワー&よんでん
Waンダーランド

１

２

４

３
５

７

６

萬福寺

平等寺

蒲生田岬

アグリあなんスタジアム

金刀比羅神社

８取星寺

９

10

11

12

13

14

15
北の脇海水浴場18

16

17

24

19

23

21

22

20

特急　約 25分
普通　約 50分

徳島駅より牟岐線

阿南直行便路線
■東京　約 10.1 時間
■大阪　約 3.2 時間
■神戸　約 3.0 時間
※運行会社により乗降場所が
　異なります。

阿南市への交通

四国最東端

野球のまち

阿南駅前児童公園

飛行機

フェリー

高速自動車道

JR

高速バス

路線バス

■東京…約 1.2 時間
■福岡…約 1.3 時間
■札幌…約 2.0 時間（夏期のみ）

■和歌山…約 2.0 時間
■東京…約 18時間

■徳島駅前…約 1.0 時間
※阿南合同庁舎前までの時間

195

55

55

27

28

22

19

28

35

35

24

282

285

141
130

284

287

200

光のまちステーションプラザ
市物産館・観光案内所

阿南市役所

阿南警察署

宿泊

団体

28

団体

お問い合わせ一覧

 
  名称 Tel（0884）　
  富岡町 ホテル石松 22-0126
  ロイヤルガーデンホテル 23-3838
  阿南第一ホテル 22-6622
  阿南第一ホテルアネックス 22-6622
  あなんステーションホテル 28-7711
  阿南プラザホテル 22-9800
  阿南プラザイン 28-6600
  ホテルサンオーシャン 23-2222
  ヴィレッジ淡島 23-4211
  茶夢 22-0511
  ホテル ルートイン阿南　 050-5847-7340
 福村町 かさぎ 22-1283
 中林町 ようき荘 22-2512
  司荘 22-5045
  浜銀荘 22-3235
  北の脇 23-6136
  北漁火 23-0035
  丸三荘 22-1235
  お宿なみおと 28-7355
 畭町 海賊荘 22-3660
  平和荘 22-5309
 津乃峰町 伊丹荘 27-1410
  一楽 27-0115
 橘町 ベイサイドホテル龍宮 27-2027
 桑野町 寿殿えもと 26-0052
 椿・椿泊町 つばき荘 33-1227
  椿自然園 33-1127
  ゆきや荘 33-0070
  あたらしや 33-0137
  YMACA阿南国際海洋センター 33-1221
 伊島 入船旅館 33-0303

  阿南市観光協会 24-3141
  〃　事務局（市商工観光労政課） 22-3290
  阿南商工会議所 22-2301
  那賀川町商工会 42-1772
  羽ノ浦町商工会 44-4858

 名称  Tel（0884）　　　 
 阿南タクシー 22-2717
 新野タクシー 36-3131
 上中タクシー 22-2335
 加茂谷タクシー 35-1211
 桑野タクシー 26-0221
 橘タクシー 27-0018
 津乃峰タクシー 27-0334
 富岡タクシー 22-3422
 毎日タクシー 22-1420
 今津タクシー 42-0724
 中島タクシー 42-1177
 共栄タクシー 44-4444
 丸富タクシー 44-2244

 ＪＲ 阿南駅  22-0147
 羽ノ浦駅  44-2020

 バス かぐや姫観光事業部 34-3580
 阿波交通㈱阿南営業所 22-2136
 徳南交通㈲本社営業所 22-5135
 徳島バス㈱橘営業所 27-0480
 海部観光㈱予約センター　　　　0570-064-188

旅行業 喜多旅行㈱ 23-1270
 ＪＲ四国ワーププラザ阿南 22-4769
 徳島中央観光㈲ 22-4212
 徳バス観光サービス㈱阿南営業所 22-8228
 牟岐通観光阿南店 23-3388
 津峯観光㈱ 22-1680
 海部観光㈱ 21-7155

 光のまちステーションプラザ 24-3141
 道の駅「公方の郷なかがわ」 21-2631
 阿南ドリームガイド（要予約） 22-4356

タクシー

JR

バス

旅行業

案内所「

（阿南市観光協会加盟店）

（阿南市観光協会加盟店）

（阿南市観光協会加盟店）



山陽自動車道

明石海峡大橋

神戸淡路鳴門
自動車道

岡山

倉敷

坂出

池田

海部

室戸

南国

高松

和歌山

大阪神戸

和歌山港

東京・有明

北九
州

徳島

鳴門
徳島
阿波おどり空港

大鳴門橋

瀬戸大橋

高松自動車道
徳島自動車道

高知自動車道

尾道
瀬戸中央
自動車道

空路
　徳島阿波おどり空港 Tel.088-699-2831
フェリー
　南海フェリー Tel.088-636-0750
　オーシャン東九フェリー Tel.088-662-0489
高速バス
　徳島バス Tel.088-622-1826
　海部観光㈱電話予約センター Tel.0570-064-188
　JR四国バス高速バス徳島予約センター Tel.088-602-1090
JR阿南駅 Tel.0884-22-0147
駅レンタカー
　阿南駅営業所（要予約） Tel.0884-22-0147

伊島連絡交通事業有限会社　Tel.0884-33-1271

大人→1,020円　　子ども→510円

伊島連絡船 時刻表

旅客運賃（伊島ー答島間・片道料金）

問い合わせ

１月～12月

１月及び11月～12月

２月及び10月

３月～９月

　　　　　 上　り
  伊島 発 　 答島 着

１便    ７:00        ７:30
２便  10:00      10:30

３便  14:45      15:15

３便  15:15      15:45

３便  16:00      16:30

　　　　　 下　り
 答島 発 　伊島 着

１便    8:30     9:00
２便  12:30   13:00

３便  16:15   16:45

３便  16:45   17:15

３便  17:15   17:45

便 便

※荒天のため欠航する場合があります。
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大宮八幡
神社
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袙海海岸

コート・ベール
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牛岐城趾公園
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阿波橘
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【公方の郷なかがわ　施設概要】
◎所 在 地　阿南市那賀川町工地803
◎駐 車 場　無料（大型５台・普通車82台・身障者用２台）
◎主要施設　産直市・物産展示コーナー・情報提供コーナー・休憩コーナー・トイレ
◎営業時間　喫茶コーナー／午前９時～午後 5時30分　JA 産直市／午前 7 時～午後５時
 　（駐車場・トイレは24時間）
◎休 館 日　喫茶コーナー／毎週月曜日　JA 産直市／毎週水曜日
◎問い合せ　TEL.0884-21-2631

喫茶・休憩コーナー

物産展示コーナー

あなんの
うま～いもん

フィッシュカツ
味付けした鱧を、大小2本の竹に巻きつ
けて炭火で焼き上げ、すだち醤油でパク
リ。皮といっても肉厚で、噛めばジュー
シーな旨みが口いっぱいに広がります。
また、皮膚の老化を防止するコンドロイ
チンが含まれて、お肌にも良いとか。阿
南の居酒屋さんでは定番の一品です。

「豚」でも「鶏」でもないカツ、フィッシュカツ。魚のすり身
にカレー粉などの香辛料を入れ、パン粉をまぶして揚げ
ます。徳島県民に幅広く愛されており、家庭の食卓や
飲食店のおつまみにはもちろん、お好み焼きにカツを
乗せて焼いた「カツ玉」などを定番メニューとしているお
好み焼き屋さんも多いです。

筍やシロウオ…
海にも山にも恵まれた阿南市は食材の宝庫。
その食材を生かしたローカルフードをご紹介します。

阿南菓子工業組合が阿南市・阿南商工会議所の支援を受け、「阿南を代
表する銘菓を作ろう！」と共同開発された「ひまわり娘」は、阿南市の花「ひま
わり」をイメージしたダックワーズのお菓子です。味はごま餡・抹茶餡・南瓜
餡・抹茶＆ホワイトチョコがあり、和洋折衷の不思議な風味が特徴です。

阿
南
で
生
ま
れ
た
銘
菓
。

敷地内中心にある休憩コーナーはサークル状
になっていて、飲食ブースがならんでいます。
ドライブやツーリングの休憩ポイントです。

JA産直市
とれとれ市　公方
地元で採れた新鮮野菜や魚が所狭しとならんでいます。値段もリーズナブル
で遠方から買い求めにくる人も。お惣菜コーナーでは地場の食材を使ったお
寿司なども人気です。

お土産を買うならここ。地元の木材で作られたおもちゃ
やコースター、銘菓など、県南の特産物展示と即売をし
ています。建物もログハウス調で、ゆったりとした気持ち
でお土産選びが楽しめます。

物産展示コーナー

鯵のあて（にぎり）寿司。
柚子酢のさわやかな酸味が美味しい。

阿南の特産物、竹を使った「竹炭」グッズ。

89番 野球寺の
バッターやグローブをイメージした石碑

24時間道路情報提供装置

県南の特産品が勢揃い
旅の仕上

げは

お土産探し
！！

珍
味
中
の
珍
味
。
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味
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の
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味
。
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国道55号線沿いにある「公方の郷なかがわ」。その由来は、室町時代末期から約270年間、
足利将軍の末裔がこの地に居を構え、長年親しまれてきたことから名付けられました。
ここには、阿南市をはじめ県南の特産品があり、JA産直市も人気です。地元市民はもとより
休日には観光客も訪れ、買い物や休憩場所、県南の観光案内の場としても賑わいをみせて
います。また、野球によるまちづくりに取り組む阿南市は、四国八十八ヶ所霊場にちなみ、

「89番 野球寺」と名付けた必勝祈願のモニュメントを、道の駅に誕生させました。
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お問い合わせ

阿南市役所
TEL 0884-22-1111（代表）　徳島県阿南市富岡町トノ町12番地3

市民が憩い集うパブリックスペース 新庁舎完成！
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ANAN トピックス

四国八十八景プロジェクト　https://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/88-kei/

阿南市の平等寺が『四国八十八景』に認定！AKB

阿南市物産館・観光案内所　☎0884-24-3141
（光のまちステーションプラザ内）

阿南市イメージアップキャラクター

あななん
いちばん最初に太陽が昇る、四国最東端の“光のまち阿南 ”
に咲くひまわりから生まれた、花と光のたてがみを持った、
百獣の王ライオンのような不思議な生き物。豊かな自然の
光と、人々が創り出す新しい光のエネルギーをたっぷり浴び
て、元気にのびのび育っています。　あななんファンクラブ

2017年に阿南市役所新庁舎が完成しまし
た。東京スカイツリーも手がけた、世界で活
躍する事務所が設計を担当。免震構造はも
ちろん、自然の「光と風」をやさしく取り込む
デザインで、省CO2モデル庁舎です。
中央に設けた３層吹抜けの大空間を「あな
んフォーラム」と名付け、市民参加型の市政
を象徴するパブリックスペースとしました。
桜の新名所となる市役所前広場は、夏まつ
りの際には広場のベンチや２階テラス席か
らも観覧できる阿波踊りの演舞場に変わり
ます。夜はLED照明によって彩られます。

「四国八十八景」とは、2020年に開催される東京
オリンピック・パラリンピックに向け、四国を訪れ
る観光客の増加を図るため、四国らしさを感じら
れる景観を選定し、その魅力を広くプロモートし
ていく取組です。徳島県阿南市では、四国霊場第
22番札所平等寺が選ばれました。仁王門から本
堂の本尊薬師如来坐像の御手に「結縁の綱」が
繋がっており、本堂まで上がると、お大師さんと結
縁の綱を一緒に眺められます。ほっとする、実に日
本らしい風景です。

お問い合わせ 四国霊場22番札所 平等寺
TEL 0884-36-3522  徳島県阿南市新野町秋山177番地
山門は何時でも、納経所は午前7時から午後5時まで開いていますので、ご自由にお参りください。

MAP


